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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
三
人
棒
～
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
～
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
７
８
Ｐ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
相
棒
シ
リ
ー
ズ
の
ス
ピ
ン
オ
フ
二
次
創
作
が
始
動
す
る
。
台
風
Ｘ
号
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
作
品
に
し
て
最
大
の
台
風
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
が
開
幕
！
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第
一
話
　
難
事
件
探
偵
事
務
所
始
動
！
県
議
会
議
員
の
脱
税
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
前
書
き
）

此
の
時
が
来
た
。
福
井
県
に
突
如
相
棒
の
よ
う
な
組
織
が
生
ま
れ
る
。
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第
一
話
　
難
事
件
探
偵
事
務
所
始
動
！
県
議
会
議
員
の
脱
税
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

福
井
県
県
議
会
議
員
議
員
長
と
議
員
の
一
人
は
、
あ
る
こ
と
を
話
し
て
い
た
。

「
俺
達
の
脱
税
は
、
ば
ら
さ
れ
た
ら
ま
ず
い
か
ら
な
。
」

「
福
井
県
議
員
の
信
頼
度
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
」

こ
の
脱
税
の
事
件
は
、
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
二
人
は
知
ら
な
い
。

福
井
県
坂
井
市
丸
岡
町
の
場
所
に
難
事
件
探
偵
事
務
所
に
な
る
場
所
が
生
ま
れ

た
。

警
察
の
捜
査
で
は
簡
単
に
は
い
か
な
い
事
件
と
国
税
局
査
察
官
が
か
か
わ
り
た

く
な
い
脱
税
事
件
を
彼
等
が
立
ち
向
か
う
。

亜
羽
地
晄
彦
、
吉
米
滝
広
、
山
風
正
晃
、
上
間
三
津
屋
、
虹
山
朱
子
、
海
浦
遠

あ
う
ち
こ
う
ひ
こ

よ
し
よ
ね
た
き
ひ
ろ

や
ま
か
ぜ
ま
さ
て

う
え
ま
み
つ
や

に
じ
や
ま
あ
け
こ

お
き

う
み
う
ら
と

木
の
六
人
が
三
人
に
分
か
れ
て
行
動
を
行
う
。

簡
単
に
は
い
か
な
い
事
件
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
福
井
県
議
員
の
一
人
に
脱
税
の
疑
い
っ
て
金
日
か
ら
メ
ー
ル

で
届
い
て
い
ま
す
。
」

「
金
日
っ
て
六
季
の
奴
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
？
」

六
季
と
言
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
犯
罪
組
織
だ

が
、
な
ぜ
金
日
か
ら
こ
れ
が
届
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
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福
井
県
議
会
は
、
議
員
長
と
議
員
が
脱
税
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い

た
。

国
税
局
査
察
官
の
人
た
ち
は
、
動
け
な
い
。

相
手
が
県
で
あ
ろ
う
が
国
で
あ
ろ
う
が
無
闇
に
襲
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

亜
羽
地
と
吉
米
と
山
風
は
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
吉
米
君
、
議
員
長
も
怪
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？
」

「
も
し
か
し
た
ら
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
」

「
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ら
、
吉
米
の
推
測
妄
想
確
定
だ
ぜ
！
」
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第
一
話
　
難
事
件
探
偵
事
務
所
始
動
！
県
議
会
議
員
の
脱
税
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
は
、
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
を
お
楽
し
み
に
・
・
・
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
前
書
き
）

５
本
な
の
で
後
三
本
で
次
に
行
き
ま
す
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

「
妄
想
推
理
だ
と
！
」

「
山
風
君
、
そ
ろ
そ
ろ
着
き
ま
す
よ
。
」

福
井
県
庁

車
を
止
め
た
亜
羽
地
は
、
二
人
と
一
緒
に
福
井
県
議
会
の
方
へ
と
向
か
っ
た
。

福
井
県
議
会
の
一
人
、
刻
村
静
冠
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

こ
く
む
ら
ひ
で
か
ん

議
長
を
務
め
て
い
る
が
、
周
り
か
ら
冷
た
い
目
を
向
け
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
人
の
議
員
は
、
蝉
井
駿
佳
と
言
う
人
物
。

せ
み
い
し
ゅ
ん
か
い

議
長
と
何
や
ら
つ
る
ん
で
い
る
噂
が
あ
る
ら
し
い
。

「
あ
の
、
誰
で
す
か
？
」

「
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
の
亜
羽
地
と
申
し
ま
す
。
」
「
同
じ
く
吉
米
で
す
。

」
「
同
じ
く
山
風
で
す
。
」

「
探
偵
が
な
ん
の
よ
う
だ
い
？
」

蝉
井
は
、
少
し
だ
け
驚
い
た
た
表
情
で
言
っ
た
。

す
る
と
、
亜
羽
地
が
早
速
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。
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「
実
は
、
あ
る
情
報
誌
を
呼
ん
で
い
ま
し
て
、
福
井
県
議
会
長
と
議
員
が
つ
る

ん
で
脱
税
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
も
し
か
し
た
ら
と
い
う
感
じ
に

な
り
来
ま
し
た
。
」

刻
村
は
、
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

「
そ
れ
で
は
、
我
々
は
そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
な
ん
て
し
て
ま
せ
ん
よ
。
大
体
、

マ
ス
コ
ミ
の
書
く
こ
と
を
真
実
に
す
る
な
ん
て
馬
鹿
げ
て
い
ま
す
。
」

「
実
を
言
う
と
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
が
間
違
い
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
我

々
が
来
ま
し
た
。
も
し
間
違
い
な
ら
、
マ
ス
コ
ミ
は
、
情
報
ね
つ
造
の
疑
い
に

な
り
ま
す
。
」

「
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
」

難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
に
戻
っ
た
、
探
偵
た
ち
は
、
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
た
。

「
や
は
り
、
こ
れ
だ
け
脱
税
し
て
い
ま
す
。
」

吉
米
は
、
其
れ
を
見
て
驚
い
た
。

「
８
０
億
円
の
脱
税
、
し
か
も
あ
の
二
人
が
・
・
・
・
」

 
山
風
は
、
も
う
一
つ
最
悪
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
未
納
時
期
は
、
２
年
前
か
ら
で
す
よ
。
」

「
刻
村
議
長
が
就
任
し
た
の
も
２
年
前
で
す
。
」
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「
こ
れ
は
、
不
思
議
に
も
ほ
ど
が
あ
る
と
言
い
た
い
だ
け
で
す
。
」
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
は
、
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
で
す
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
前
書
き
）

虹
山
が
聞
き
込
み
調
査
の
結
果
、
亜
羽
地
の
推
理
の
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
る
。

短
め
で
す
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

「
亜
羽
地
さ
ん
、
面
白
い
情
報
を
見
つ
け
ま
し
た
よ
。
」

虹
山
が
突
然
、
亜
羽
地
さ
ん
に
あ
る
情
報
を
伝
え
た
。

「
近
所
の
噂
ら
し
い
ん
で
す
が
、
蝉
井
議
員
の
周
り
に
は
、
変
な
軍
団
が
い
る
。

と
い
う
ら
し
い
で
す
。
暴
力
団
じ
ゃ
な
け
れ
ば
い
い
け
ど
な
。
」

亜
羽
地
は
、
推
理
の
パ
ズ
ル
を
一
気
に
完
成
さ
せ
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
議
員
と
議
長
だ
け
で
な
く
、
妙
な
組
織
が
い
る
こ
と
が
い
る
こ

と
を
。
あ
と
一
つ
の
ピ
ー
ス
を
や
っ
と
埋
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
」

亜
羽
地
は
、
吉
米
と
山
風
を
呼
び
出
し
て
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
牛
ノ
谷
に
向
か

っ
た
。

牛
ノ
谷
に
は
、
刻
村
議
長
の
家
が
あ
っ
た
。

山
風
は
、
刻
村
の
家
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
た
。

「
は
い
、
誰
で
す
か
？
っ
て
ま
た
探
偵
さ
ん
た
ち
で
す
か
。
」

「
刻
村
さ
ん
、
立
派
な
家
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。
」

亜
羽
地
は
、
優
し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
自
分
の
お
財
布
で
買
っ
た
も
の
で
す
。
チ
ラ
シ
で
見
て
い
い
家
だ
と
思
っ
た

の
で
。
」
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吉
米
は
、
突
然
、
台
所
に
向
か
っ
た
。

「
そ
こ
に
は
何
も
な
い
！
」

刻
村
は
、
唐
突
に
答
え
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

台
所
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
捲
る
と
８
０
億
円
の
お
金
が
埋
ま
っ
て
い
た
。

山
風
は
、
刻
村
に
言
っ
た
。

「
こ
れ
で
も
う
、
言
い
逃
れ
で
き
ま
せ
ん
ね
。
刻
村
議
長
。
」

「
こ
の
家
を
買
っ
た
時
、
自
分
の
財
布
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
そ
れ
を
隠
し
て
ま
で

議
長
に
上
り
詰
め
た
。
し
か
し
、
給
料
で
も
満
足
に
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。

蝉
井
と
親
友
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
脱
税
に
走
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
」

亜
羽
地
は
、
蝉
井
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４
で
す
。
お
楽
し
み
に
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４
（
前
書
き
）

つ
い
に
事
件
が
解
決
へ
。
短
め
で
す
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

亜
羽
地
達
は
、
蝉
井
が
い
る
と
こ
ろ
へ
と
移
動
し
た
。

蝉
井
は
、
坂
井
市
三
国
町
池
上
に
家
を
持
っ
て
い
る
。

蝉
井
は
、
三
国
競
艇
で
休
ん
で
い
た
。

「
本
日
は
、
競
艇
は
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
と
し
て
貸
し
切
り
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
よ
。
」

亜
羽
地
は
、
蝉
井
に
そ
う
言
っ
た
。

「
知
っ
て
ま
す
よ
。
そ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
。
」

吉
米
と
山
風
は
、
刻
村
の
言
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
話
し
た
。

「
裏
切
ら
れ
た
気
分
で
す
よ
。
し
か
し
、
俺
は
捕
ま
り
ま
せ
ん
。
」

「
脱
税
の
疑
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
証
拠
が
な
い
。
」

亜
羽
地
は
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
。

「
懐
か
し
い
で
す
。
２
０
年
前
の
こ
と
が
。
あ
の
時
は
、
自
分
が
警
察
時
代
だ

っ
た
頃
、
脱
税
犯
が
二
人
い
ま
し
て
ね
。
一
人
は
、
自
首
し
て
、
一
人
は
、
逮

捕
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
っ
て
不
思
議
で
す
ね
。
」

「
何
か
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
か
？
」
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「
警
察
が
、
蝉
井
さ
ん
の
家
で
脱
税
の
証
拠
を
つ
か
め
て
い
る
と
い
い
ん
で
す

が
・
・
・
」

警
察
は
、
蝉
井
の
裏
庭
に
二
億
五
千
万
円
を
発
見
し
た
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４
（
後
書
き
）

次
回
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５
で
す
。
お
楽
し
み
に
！
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５
（
前
書
き
）

つ
い
に
脱
税
事
件
が
閉
幕
す
る
。
次
回
予
告
付
な
の
で
楽
し
め
ま
す
よ
。
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５

亜
羽
地
の
携
帯
電
話
に
知
り
合
い
の
警
察
官
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
も
し
も
し
、
亜
羽
地
で
す
が
。
」

「
亜
羽
地
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
裏
庭
に
あ
る
可
能
性
が
と
い
う
の
を
勘
だ
よ

り
に
し
た
ら
、
２
億
５
千
万
円
の
脱
税
金
を
見
つ
け
ま
し
た
。
蝉
井
は
、
ど
こ

に
い
る
ん
で
す
か
？
」

「
三
国
競
艇
に
い
ま
す
。
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
切
り
ま
す
。
」

警
察
官
の
名
前
は
、
福
乃
沫
亭
警
部
補
で
あ
る
。

ふ
く
の
ま
さ
ゆ
き

「
ど
う
や
ら
、
蝉
井
議
員
は
、
三
国
競
艇
に
い
る
。
探
偵
が
そ
う
言
っ
て
い
た
。

」「
探
偵
？
ま
っ
い
い
、
よ
し
急
い
で
三
国
競
艇
に
向
か
う
ぞ
。
」

「
は
い
っ
！
」

警
察
は
、
急
い
で
三
国
競
艇
に
向
か
っ
た
。

三
国
競
艇
で
は
、
蝉
井
が
逃
走
し
て
い
た
。

「
吉
米
君
、
上
か
ら
攻
め
て
く
だ
さ
い
。
山
風
君
は
、
下
で
攻
め
て
く
だ
さ
い
。

」
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「
了
解
！
」
「
分
か
り
ま
し
た
。
」

蝉
井
は
、
三
国
競
艇
の
観
客
席
を
う
ま
く
走
っ
て
い
た
が
、
吉
米
と
山
風
に
取

り
押
さ
え
ら
れ
た
。

「
お
と
な
し
く
し
ろ
！
」

「
逃
げ
る
気
が
あ
る
の
な
ら
、
脱
税
と
い
う
愚
か
な
行
為
を
し
な
け
れ
ば
良
か

っ
た
の
で
す
。
」

亜
羽
地
が
怒
り
な
が
ら
言
っ
た
。

蝉
井
は
、
そ
の
あ
と
警
察
に
連
行
さ
れ
た
。

亜
羽
地
と
吉
米
と
山
風
は
、
探
偵
事
務
所
に
戻
っ
た
。

「
難
事
件
探
偵
事
務
所
？
」

山
風
が
看
板
を
見
て
い
た
。

虹
山
と
海
浦
は
、
何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、
上
間
が
言
っ
た
。

「
さ
っ
き
、
警
察
の
人
が
こ
う
い
う
名
前
に
し
た
ら
ど
う
だ
っ
て
言
っ
て
た
ん

だ
。
」

「
悪
く
な
い
名
前
で
す
ね
。
」

吉
米
は
、
冷
蔵
庫
か
ら
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
を
取
り
出
し
た
。
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「
ま
さ
か
、
噂
の
激
苦
コ
ー
ヒ
ー
だ
ろ
！
」

山
風
が
言
っ
た
。

「
あ
あ
、
そ
う
だ
け
ど
。
２
１
世
紀
最
強
の
コ
ー
ヒ
ー
と
か
言
わ
れ
て
い
る
。
」

吉
米
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
た
。

「
苦
い
の
に
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
な
ん
て
す
ご
い
作
り
方
を
し
て
い
る
に
違

い
な
い
な
。
」

上
間
が
、
飲
ん
で
み
た
。

「
こ
い
つ
苦
い
っ
！
」

上
間
は
、
驚
い
て
い
た
。

次
回
予
告

「
激
苦
コ
ー
ヒ
ー
で
有
名
の
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
殺
さ
れ
た
。
」

「
ど
う
や
ら
、
揉
め
あ
っ
た
挙
句
、
腹
部
に
ナ
イ
フ
が
刺
さ
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
ね
。
」

「
亜
羽
地
さ
ん
、
あ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
あ
ま
り
売
れ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
僕

と
同
じ
考
え
で
買
う
人
が
稲
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

次
回
　
三
人
棒
　
第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
。

「
ど
う
も
、
五
年
前
に
失
踪
し
た
。
人
が
犯
人
と
い
な
ん
て
、
僕
に
は
少
し
見
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当
違
い
で
す
。
」

「
で
も
、
真
実
で
す
か
ら
。
」

「
山
風
君
、
今
す
ぐ
に
そ
の
人
物
を
取
り
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
」
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第
一
話
　
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
始
動
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５
（
後
書
き
）

次
回
か
ら
、
１
話
が
、
３
つ
の
物
語
に
分
か
れ
た
形
式
に
な
り
ま
す
。
次
回
も

ま
た
見
て
ね
。
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
前
書
き
）

最
初
は
、
５
年
前
の
犯
人
が
オ
ー
ナ
ー
に
・
・
・
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

２
０
０
５
年
８
月
に
突
然
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
物
が
い
た
。

福
井
県
警
も
必
死
に
捜
索
を
開
始
し
た
の
だ
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
そ
の
人
物
の
友
人
が
失
踪
届
を
出
し
た
。

２
０
１
０
年
７
月
２
６
日

吉
米
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
喫
茶
店
に
入
っ
て
き
た
。

「
オ
ー
ナ
ー
、
い
つ
も
の
コ
ー
ヒ
ー
を
お
持
ち
帰
り
で
。
あ
れ
っ
、
オ
ー
ナ
ー

？
」

オ
ー
ナ
ー
を
呼
ん
で
も
、
出
て
こ
な
い
こ
と
に
不
信
と
思
い
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の

裏
側
に
回
っ
て
見
て
い
た
ら
・
・
・

「
う
わ
ぁ
、
オ
ー
ナ
ー
。
」

４
５
分
後
、
福
井
県
警
捜
査
一
課
と
難
事
件
探
偵
事
務
所
と
鑑
識
が
や
っ
て
き

た
。

「
第
一
発
見
者
が
、
探
偵
の
吉
米
さ
ん
だ
と
は
。
」

福
井
県
警
察
捜
査
一
課
の
一
人
、
一
寸
木
大
舮
巡
査
部
長

ち
ょ
っ
き
た
い
る

福
井
県
警
察
捜
査
一
課
の
一
人
、
多
比
山
洋
逸
巡
査

た
び
や
ま
よ
う
い
つ
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福
井
県
警
察
鑑
識
の
一
人
、
室
矢
千
巡
査
部
長

む
ろ
や
ち
た
び

「
吉
米
君
、
と
ん
で
も
な
い
事
件
に
遭
遇
し
ま
し
た
ね
。
」

「
亜
羽
地
さ
ん
、
そ
ん
な
不
謹
慎
で
す
よ
。
言
わ
れ
る
立
場
に
と
っ
て
は
。
」

吉
米
は
、
激
苦
コ
ー
ヒ
ー
の
入
っ
て
い
る
冷
蔵
庫
を
見
て
い
た
。

「
一
本
な
く
な
っ
て
い
る
。
」

「
激
苦
コ
ー
ヒ
ー
は
、
２
１
世
紀
最
強
の
コ
ー
ヒ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
程
、
相

当
苦
い
コ
ー
ヒ
ー
ら
し
い
で
す
よ
。
」

亜
羽
地
が
？
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
捜
査
一
課
の
二
人
と
鑑
識
に
伝
え
た
。

「
前
来
た
時
は
、
２
６
本
で
し
た
が
、
２
５
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

「
オ
ー
ナ
ー
が
飲
ん
だ
の
で
は
？
」

「
一
寸
木
さ
ん
、
此
処
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
自
分
で
作
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な

い
主
義
で
す
よ
。
此
処
に
足
を
踏
み
入
れ
か
ら
、
オ
ー
ナ
ー
と
親
友
の
よ
う
に

話
し
た
ら
そ
う
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
」

「
そ
れ
は
、
失
礼
し
ま
し
た
。
」

ま
る
で
伊
丹
刑
事
の
よ
う
な
口
調
で
そ
の
場
を
去
っ
た
一
寸
木
。

「
室
矢
さ
ん
。
念
の
た
め
、
冷
蔵
庫
の
扉
の
ド
ア
ノ
ブ
の
指
紋
も
調
査
し
て
く

だ
さ
い
。
」
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「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
」

吉
米
は
、
自
動
販
売
機
で
ブ
ラ
ッ
ク
の
コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
た
。

「
君
は
、
結
構
苦
い
も
の
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
」

「
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
だ
と
目
が
覚
め
な
い
ん
で
す
よ
。
」

「
そ
う
で
す
か
。
オ
ー
ナ
ー
の
名
前
、
千
羽
鶴
雄
亮
と
い
う
人
ら
し
い
で
す
。
」

せ
ん
ば
づ
る
ゆ
う
す
け

山
風
が
あ
わ
て
て
、
亜
羽
地
に
駆
け
寄
っ
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
千
羽
鶴
の
死
亡
推
定
時
刻
が
分
か
り
ま
し
た
。
」

「
死
亡
推
定
時
刻
は
何
時
で
す
か
？
」

「
昨
夜
の
３
時
過
ぎ
で
し
た
。
」

探
偵
事
務
所
に
戻
っ
た
３
人
は
、
虹
山
が
つ
か
ん
だ
情
報
を
聞
い
て
い
た
。

「
私
も
、
犯
人
の
こ
と
で
気
に
な
っ
て
調
べ
て
い
た
ら
、
失
踪
届
が
宣
告
さ
れ

て
い
る
。
石
丸
瀧
阿
手
と
い
う
人
物
が
５
年
前
に
失
踪
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

い
し
ま
る
た
つ
あ
て

も
、
鑑
識
の
調
べ
で
、
失
踪
者
の
持
ち
物
を
友
人
が
ハ
ン
カ
チ
で
持
っ
て
い
た

の
を
指
紋
だ
け
押
収
し
て
い
て
、
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
い
た
指
紋
と
一
致
し
ま
し

た
。
」

探
偵
事
務
所
で
亜
羽
地
と
上
間
は
、
将
棋
を
し
な
が
ら
推
理
を
し
て
い
た
。

「
ど
う
も
変
で
す
ね
、
五
年
前
の
失
踪
者
が
殺
人
を
犯
す
と
は
。
た
だ
し
五
年

間
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
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「
も
し
か
し
た
ら
、
偽
名
の
疑
い
も
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

亜
羽
地
は
、
歩
兵
を
動
か
し
て
体
勢
を
立
て
直
し
た
。

「
確
か
、
石
丸
さ
ん
の
友
人
に
か
ま
を
か
け
て
み
ま
す
か
。
」

亜
羽
地
は
、
に
や
け
な
が
ら
勝
利
の
一
手
を
上
間
に
攻
撃
し
た
。

「
王
手
で
す
よ
。
」

「
う
わ
っ
、
ま
た
８
連
敗
か
よ
！
」

「
吉
米
君
、
海
浦
君
。
行
き
ま
し
ょ
う
。
」

三
人
棒
は
、
福
井
県
鯖
江
市
水
落
町
に
向
か
っ
た
。

「
此
処
で
す
ね
。
石
丸
さ
ん
の
友
人
の
家
は
。
」

「
前
弌
肇
彦
さ
ん
で
す
か
？
」

ま
え
い
ち
け
い
ひ
こ

「
は
い
、
そ
う
で
す
が
。
」
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
は
、
パ
ー
ト
２
で
す
。
ア
リ
バ
イ
崩
し
ま
で
話
が
展
開
す
る
が
・
・
・
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
前
書
き
）

ア
リ
バ
イ
が
く
ず
せ
れ
る
の
か
・
・
・
・
そ
れ
と
も
別
の
犯
人
が
・
・
・
短
め

で
す
。
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

「
は
い
、
そ
う
で
す
が
。
」

「
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
の
亜
羽
地
と
申
し
ま
す
。
」

「
同
じ
く
吉
米
で
す
。
」

「
同
じ
く
海
浦
で
す
。
」

「
探
偵
さ
ん
達
が
何
の
用
で
。
」

「
実
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
。
」

亜
羽
地
は
、
前
弌
に
事
件
の
こ
と
を
話
し
た
。

し
か
し
、
前
弌
は
、
犯
行
を
否
定
し
て
い
た
。

探
偵
事
務
所
に
戻
る
前
に
、
も
う
一
回
事
件
現
場
に
足
を
運
ん
だ
亜
羽
地
達
。

「
僕
と
し
た
こ
と
が
、
こ
ん
な
証
拠
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

」海
浦
と
吉
米
は
、
そ
の
証
拠
を
見
て
い
た
。

「
と
い
う
こ
と
は
、
親
友
は
シ
ロ
。
失
踪
者
が
ク
ロ
。
」

「
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
」
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
は
、
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
に
な
り
ま
す
。
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
前
書
き
）

犯
人
は
五
年
前
の
失
踪
者
と
な
っ
た
。
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

「
前
弌
さ
ん
の
証
言
に
よ
る
と
、
石
丸
さ
ん
と
の
縁
を
５
年
２
か
月
前
に
切
っ

た
時
以
来
連
絡
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
」

山
風
が
そ
う
言
っ
た
。

「
千
羽
鶴
さ
ん
を
殺
し
た
の
が
石
丸
さ
ん
に
な
る
な
ん
て
ど
う
見
て
も
変
で
す

よ
ね
。
」

亜
羽
地
は
も
う
一
つ
確
か
め
た
い
と
言
っ
て
、
事
件
現
場
に
戻
り
始
め
た
。

一
方
事
件
現
場
で
は
・
・
・
・

「
も
う
一
本
も
ら
お
う
か
な
。
」

石
丸
が
い
た
。
其
処
に
三
人
棒
が
現
れ
た
。

「
石
丸
さ
ん
で
す
か
？
」

「
は
い
、
私
が
石
丸
で
す
け
ど
？
」

亜
羽
地
が
言
っ
た
言
葉
を
聞
い
た
石
丸
は
、
少
し
ず
つ
い
ら
だ
ち
を
見
せ
て
事

件
の
自
供
を
し
た
。

「
自
分
が
、
千
羽
鶴
さ
ん
を
殺
し
ま
し
た
。
５
年
２
か
月
前
、
親
友
と
の
縁
切

れ
の
原
因
は
、
彼
な
ん
で
す
よ
。
」

石
丸
は
、
５
年
２
か
月
前
の
出
来
事
を
話
し
た
。
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吉
米
は
、
石
丸
に
言
っ
た
。

「
千
羽
鶴
さ
ん
に
脅
迫
さ
れ
て
い
る
ン
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
」

亜
羽
地
は
、
吉
米
の
言
論
を
止
め
た
。

「
確
か
に
、
あ
な
た
は
脅
迫
さ
れ
て
い
る
事
実
は
本
当
で
す
が
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
殺
人
を
行
う
と
い
う
愚
か
な
行
為
は
、
し
な
く
と
も
親
友
に
誤
っ
て
い
れ

ば
良
か
っ
た
は
ず
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

亜
羽
地
の
説
得
力
の
言
葉
は
、
石
丸
に
届
い
た
。

石
丸
は
、
一
寸
木
に
連
行
さ
れ
た
。

「
殺
人
を
犯
す
よ
り
、
謝
罪
で
罪
を
償
う
の
が
一
番
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
」

吉
米
は
、
せ
つ
な
い
気
分
に
い
た
。

山
風
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
を
ほ
め
て
い
た
。

「
あ
れ
だ
け
、
す
ご
い
コ
ー
ヒ
ー
を
作
っ
た
の
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
は
、
悲

し
す
ぎ
ま
す
よ
。
」

次
回
予
告

「
私
は
、
恐
喝
は
し
な
い
わ
よ
。
」

「
藍
多
左
右
木
、
前
科
歴
が
あ
り
ま
す
ね
。
」

あ
お
た
さ
ゆ
き
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「
今
回
と
同
じ
、
恐
喝
罪
で
す
ね
。
そ
の
前
は
・
・
・
」

次
回
　
三
人
棒
　
第
三
話
　
屁
理
屈
過
ぎ
る
恐
喝
犯

「
こ
れ
は
、
良
い
戦
い
相
手
で
す
ね
。
」
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第
二
話
　
五
年
前
の
犯
人
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
も
ま
た
見
て
ね
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
前
書
き
）

変
な
恐
喝
犯
、
藍
多
と
三
人
棒
の
対
決
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

藍
多
は
、
被
害
者
を
脅
し
ま
く
っ
て
い
た
。

「
あ
と
７
カ
月
で
、
１
千
万
、
払
わ
な
い
と
あ
な
た
の
財
産
す
べ
て
私
が
持
っ

て
い
く
の
。
」

「
困
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
も
払
え
な
い
し
。
」

「
あ
な
た
を
殺
し
て
も
い
い
の
よ
。
」

藍
多
は
、
被
害
者
か
ら
３
０
万
を
も
ら
っ
た
後
、
立
ち
去
っ
て
い
る
最
中
、
亜

羽
地
と
出
く
わ
し
た
。

「
お
っ
と
。
」

「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
。
」

「
前
方
不
注
意
で
申
し
訳
な
い
。
」

「
大
丈
夫
で
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
す
み
ま
せ
ん
。
」

亜
羽
地
は
、
藍
多
が
忘
れ
て
い
る
１
万
円
札
を
拾
っ
た
。

「
あ
れ
だ
け
の
お
金
は
、
妙
で
す
ね
。
」

探
偵
事
務
所
に
や
っ
て
き
た
亜
羽
地
は
、
ほ
か
の
５
人
よ
り
先
に
や
っ
て
き
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
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最
後
の
一
人
が
午
前
８
時
２
５
分
ご
ろ
に
来
た
。

「
ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
だ
な
、
吉
米
！
」

上
間
と
虹
山
と
海
浦
は
、
そ
そ
く
さ
と
亜
羽
地
の
ほ
う
向
か
っ
た
。

「
遅
く
な
り
そ
う
な
っ
た
の
は
、
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
！
」

吉
米
と
山
風
の
目
か
ら
雷
と
火
花
が
飛
び
散
っ
て
い
た
。

「
ま
た
は
じ
ま
っ
て
ま
す
ね
。
」

海
浦
は
、
冷
静
に
亜
羽
地
に
話
し
た
。

「
こ
の
一
万
円
札
。
妙
な
感
じ
が
し
ま
す
。
」

上
間
が
一
万
円
札
を
手
に
取
っ
た
。

「
な
ん
か
、
赤
い
点
が
付
い
て
い
ま
す
。
」

「
僕
に
は
、
そ
れ
が
血
の
跡
に
し
か
見
え
な
い
の
で
す
。
」

「
亜
羽
地
さ
ん
、
そ
の
一
万
円
札
。
最
近
噂
さ
れ
て
い
る
頭
脳
明
晰
な
恐
喝
犯

の
犯
行
だ
と
思
い
ま
す
。
」

虹
山
が
言
っ
た
こ
と
は
、
正
し
か
っ
た
。

「
こ
の
探
偵
事
務
所
に
来
る
前
、
女
性
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
一
万
円
札
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
」
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山
風
は
、
そ
の
女
性
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

「
バ
ス
に
乗
り
込
む
姿
を
見
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
坂
井
市
春
江
町
に
住
宅
が
あ

る
か
も
。
」

「
さ
っ
そ
く
、
行
き
ま
し
ょ
う
か
。
」

「
は
い
。
」

亜
羽
地
と
吉
米
と
山
風
で
、
坂
井
市
春
江
町
に
向
か
っ
た
。

車
か
ら
降
り
た
亜
羽
地
達
は
、
藍
多
と
い
う
苗
字
の
あ
る
住
宅
を
探
し
た
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
　
パ
ー
ト
２
。
お
楽
し
み
に
！
い
ま
さ
ら
で
す
が
、
実
は
三
人
棒
シ
ー
ズ

ン
４
に
な
る
と
警
視
庁
で
物
語
が
移
り
ま
す
。
探
偵
事
務
所
か
ら
特
命
事
件
解

決
係
に
名
前
も
変
わ
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
も
し
か
し
た
ら
、
二
つ
の
特
命
係
が

ど
ん
な
感
じ
で
絡
む
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
ネ
タ
ば
れ
で
す

が
、
実
は
サ
ル
ウ
ィ
ン
は
、
の
ち
に
日
本
も
と
あ
る
国
に
監
視
体
制
に
お
か
れ

ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
６
の
あ
る
物
語
で
元
・
特
命
係
の
亀
山
が
そ
の
国
か
ら
来
日

し
ま
す
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
前
書
き
）

結
構
手
ご
わ
い
恐
喝
犯
。
し
か
し
亜
羽
地
は
、
事
件
現
場
に
向
か
い
・
・
・
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

吉
米
は
、
藍
多
と
い
う
名
字
を
探
り
当
て
た
。

「
あ
り
ま
し
た
！
亜
羽
地
さ
ん
。
」

亜
羽
地
と
山
風
と
吉
米
は
、
藍
多
の
家
に
入
り
込
ん
だ
。

亜
羽
地
は
、
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
た
。

「
は
ー
い
、
あ
の
ー
あ
な
た
方
は
？
」

「
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
の
亜
羽
地
と
申
し
ま
す
。
」
「
同
じ
く
吉
米
で
す
。

」
「
同
じ
く
山
風
で
す
。
」

亜
羽
地
は
、
藍
多
に
聞
い
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
お
邪
魔
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
あ
ー
、
良
い
で
す
け
ど
。
」

「
私
が
恐
喝
を
行
っ
た
。
」

藍
多
は
、
少
し
怒
り
な
が
ら
言
っ
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
と
吉
米
の
考
え
な
ん
で
す
が
、
僕
に
は
、
そ
れ
は
難
し
い
の
で

は
と
。
」

山
風
の
言
い
方
は
矛
盾
し
て
い
た
い
ろ
ん
な
意
味
で
。



46

「
私
は
、
金
を
虫
採
る
よ
う
な
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
か
ら
ま

た
来
て
く
だ
さ
い
。
私
は
ア
リ
バ
イ
の
あ
る
人
間
で
す
。
恐
喝
な
ん
て
そ
ん
な

愚
か
な
行
為
は
し
ま
せ
ん
よ
。
」

亜
羽
地
達
は
、
事
件
現
場
に
移
動
し
た
。

福
井
県
警
の
一
寸
木
と
遭
遇
し
た
。

「
こ
れ
は
探
偵
さ
ん
達
で
す
か
。
」

「
何
か
見
つ
か
り
ま
し
た
か
。
」

「
被
害
者
は
、
暴
行
を
受
け
た
だ
け
で
傷
害
と
恐
喝
で
捜
査
し
て
い
ま
す
。
」

「
そ
う
で
す
か
。
」

亜
羽
地
は
、
藍
多
の
触
り
そ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
。

「
貯
金
箱
で
す
ね
。
一
寸
木
さ
ん
此
の
貯
金
箱
の
指
紋
は
取
り
ま
し
た
。
」

「
鑑
識
が
と
っ
て
い
た
の
で
、
分
か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」

山
風
は
、
ご
み
箱
か
ら
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
っ
た
紙
を
見
つ
け
た
。

「
何
だ
ろ
う
こ
れ
？
」

山
風
は
、
紙
を
広
げ
た
。

「
全
額
、
払
わ
な
い
な
ら
マ
ジ
で
殺
す
。
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
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「
一
寸
木
さ
ん
、
こ
ん
な
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
」

「
あ
れ
、
鑑
識
の
一
人
が
ご
み
箱
を
あ
さ
っ
て
い
た
の
に
、
こ
ん
な
の
が
良
く

見
つ
か
り
ま
し
た
ね
。
」

亜
羽
地
と
吉
米
は
、
鑑
識
の
見
落
と
し
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
く
ま
な
く
捜
査

し
た
。

「
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
宝
石
の
欠
片
は
。
」

「
藍
多
の
家
に
あ
っ
た
宝
石
が
此
処
に
あ
る
の
は
、
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
。
」

一
寸
木
の
携
帯
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
失
礼
。
電
話
し
に
行
っ
て
き
ま
す
。
」

一
寸
木
は
、
驚
く
べ
き
真
実
を
知
っ
た
。

「
指
紋
の
人
物
が
分
か
っ
た
。
」

鑑
識
の
一
人
は
、
次
の
よ
う
に
一
寸
木
に
話
し
た
。

「
は
い
、
そ
れ
が
藍
多
左
右
木
と
い
う
じ
ん
ぶ
つ
な
ん
や
っ
て
。
前
科
あ
り
で

す
。
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
探
偵
た
ち
が
先
ほ
ど
来
ま
し
た
の
で
、
彼
ら
に
も
報
告
を

し
ま
す
。
」

一
寸
木
は
、
電
話
を
切
っ
た
。
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「
よ
し
っ
！
」

一
寸
木
は
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
付
け
た
後
、
亜
羽
地
達
の
い
る
と
こ
ろ
に
戻
っ

た
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
。
お
楽
し
み
に
！

三
人
棒
の
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

亜
羽
地
で
す
。
今
回
は
、
我
々
が
設
立
さ
せ
た
難
事
件
解
決
探
偵
事
務
所
の
メ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

亜
羽
地
晄
彦
、
１
９
６
１
年
１
２
月
２
２
日
に
誕
生
。
短
大
卒
業
し
た
後
、
国

あ
う
ち
こ
う
ひ
こ

家
試
験
で
キ
ャ
リ
ア
組
と
な
る
。
警
部
補
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
も
の
す
ご

い
速
さ
で
事
件
解
決
す
る
た
め
、
警
察
内
で
は
、
あ
だ
名
で
「
妖
怪
刑
事
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
福
井
県
警
察
本
部
に
異
動
後
、
１
２
年
前
の
事
件

を
き
っ
か
け
に
意
思
に
よ
る
休
職
を
し
た
。

そ
の
あ
と
、
探
偵
事
務
所
を
作
っ
た
。
内
村
刑
事
部
長
は
、
亜
羽
地
の
探
偵
期

間
を
休
職
中
で
あ
っ
た
が
、
誇
り
高
い
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ー
ズ
ン
４
に

て
階
級
を
１
ラ
ン
ク
上
げ
た
。
つ
ま
り
警
部
に
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
前
書
き
）

藍
多
の
屁
理
屈
な
言
動
に
つ
い
に
亜
羽
地
が
キ
レ
る
。
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

一
寸
木
は
、
亜
羽
地
に
言
っ
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
藍
多
左
右
木
と
い
う
人
物
に
、
前
科
が
あ
り
ま
し
た
。
」

「
僕
は
既
に
、
そ
の
藍
多
と
い
う
人
物
に
会
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
落
と
し

た
一
万
円
札
で
す
。
右
上
の
所
赤
い
点
が
付
い
て
い
て
、
血
だ
と
思
い
ま
し
た
。

被
害
者
は
暴
行
を
受
け
た
が
飛
び
散
っ
た
血
が
ま
さ
か
一
万
円
札
の
一
部
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
な
ん
て
、
一
寸
木
さ
ん
な
ら
ど
う
思
い
ま

す
か
？
」

「
よ
っ
ぽ
ど
、
素
人
並
み
の
恐
喝
犯
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
と
い
う
よ

り
自
分
は
し
ま
せ
ん
か
ら
。
今
後
一
生
、
善
意
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
い
だ

け
で
す
け
ど
。
」

「
前
科
歴
は
、
す
べ
て
恐
喝
で
す
よ
ね
。
一
部
に
は
、
暴
行
に
よ
る
傷
害
で
懲

役
が
か
さ
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
恐
喝
で
奪
っ
た
お
金
に

は
、
血
が
つ
か
な
い
所
に
置
い
て
い
た
。
」

「
藍
多
の
ミ
ス
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
」

「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
吉
米
君
と
山
風
君
行
き
ま
し
ょ
う
。
」

「
よ
し
、
こ
れ
で
真
実
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
ぜ
。
」

亜
羽
地
達
は
、
藍
多
の
家
に
や
っ
て
き
た
。

「
だ
か
ら
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
！
２
９
万
円
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
用
し
て
出
し
た
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ん
で
す
。
」

亜
羽
地
が
一
つ
指
摘
し
た
。

「
あ
そ
こ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
５
万
円
以
上
は
、
取
り
出
す
際
は
、
郵
便
局
員
に
話

し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
手
続
き
が
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
」

藍
多
は
、
こ
う
言
っ
た
。

「
ち
ゃ
ん
と
、
手
続
き
し
ま
し
た
。
」

「
あ
れ
、
２
９
万
円
っ
て
中
途
半
端
な
値
打
ち
で
す
ね
。
本
来
な
ら
３
０
万
円

と
言
う
と
手
続
き
に
不
安
定
さ
が
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
２
９
万
円
を
取
り
出

す
と
し
た
ら
、
郵
便
局
員
の
ほ
う
が
少
し
困
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
っ
て
中
途
半
端
す
ぎ
ま
す
か
ら
ね
。
」

藍
多
は
、
苛
立
っ
て
い
っ
た
。

「
１
万
円
札
を
落
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
恐
喝
な
ん
て
一
度
や
二
度
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。
ど
う
で
も
い
い
の
で
す
よ
。
」

亜
羽
地
が
激
怒
を
し
始
め
た
。

「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
か
！
ど
う
で
も
よ
く
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す

よ
！
も
う
少
し
、
謙
虚
に
な
り
な
さ
い
！
」

藍
多
は
、
恐
喝
と
傷
害
と
強
盗
の
罪
で
、
福
井
県
警
の
２
人
に
連
行
さ
れ
た
。

「
こ
れ
で
本
人
も
凝
り
ま
す
よ
ね
。
」



53

「
そ
う
願
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
、
罪
を
犯
さ
な
い
た
め
に
も
。

」一
方
、
福
井
県
警
で
は
・
・
・

「
そ
ろ
そ
ろ
、
あ
の
探
偵
に
も
犯
人
逮
捕
の
権
限
ぐ
ら
い
は
、
あ
げ
て
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
」

「
し
か
し
、
無
謀
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
よ
。
」

「
大
丈
夫
だ
。
亜
羽
地
は
、
此
の
警
察
に
も
い
た
妖
怪
刑
事
で
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
だ
。
そ
い
つ
に
部
下
が
で
き
る
な
ん
て
物

凄
く
我
々
も
助
か
る
こ
と
だ
し
。
取
調
室
を
使
わ
せ
て
も
い
い
。
」

「
で
は
、
２
ヶ
月
後
に
そ
の
通
知
を
出
し
ま
す
。
」

「
い
や
、
明
日
に
し
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
の
ほ
う
が
効
率
い
い
だ
ろ
。
」

「
な
る
ほ
ど
、
承
知
し
ま
し
た
。
」

本
部
長
、
二
信
武
岳
と
警
務
部
部
長
、
雀
崎
晶
司
は
、
会
話
し
た
後
、
雀
崎
が

に
し
た
け
だ
け

す
ず
め
ざ
き
し
ょ
う
じ

去
っ
て
い
く
と
こ
ろ
を
二
信
は
見
て
い
た
。

次
回
予
告

「
一
件
目
、
痴
漢
を
し
た
男
性
を
山
風
が
捕
ま
え
た
。
罪
名
、
痴
漢
と
公
務
執

行
妨
害
の
容
疑
で
現
行
犯
逮
捕
。
」

「
二
件
目
、
吉
米
が
温
泉
上
が
り
に
一
服
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
覚
せ
い
剤
の
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引
き
渡
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
捕
ま
え
た
。
罪
名
、
覚
せ
い
剤
所

持
と
公
務
執
行
妨
害
２
人
と
も
。
」

「
三
件
目
、
虹
山
が
窃
盗
の
前
科
を
持
つ
女
を
捕
ま
え
た
。
罪
名
、
窃
盗
と
公

務
執
行
妨
害
。
」

「
最
後
は
、
上
間
が
空
き
巣
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
男
性
を
捕
ま
え
る
。
罪
名
、

窃
盗
未
遂
と
公
務
執
行
妨
害
。
」

「
四
件
と
も
、
公
務
執
行
妨
害
と
い
う
の
は
、
不
思
議
で
す
ね
。
」

「
確
か
に
、
犯
人
の
親
玉
が
い
そ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
」

「
親
玉
は
、
殺
人
を
犯
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
」

三
人
棒
　
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１
　
第
四
話
　
連
結
の
事
件

「
普
通
に
、
考
え
て
も
見
え
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
か
ら
。
」

「
確
か
に
ね
。
」
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第
三
話
　
屁
理
屈
す
ぎ
る
恐
喝
犯
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
も
み
て
ね
。

三
人
棒
の
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

吉
米
滝
広
、
１
９
８
２
年
１
１
月
７
日
に
誕
生
。
石
川
県
立
大
学
卒
業
。
そ
の

あ
と
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

熱
血
漢
の
強
い
ほ
う
で
あ
り
、
亀
山
と
は
、
違
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
に
く
い

タ
イ
プ
で
あ
る
。
警
察
官
と
な
っ
た
時
の
彼
は
、
巡
査
部
長
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
前
に
彼
女
が
い
た
が
、
い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
は
不
明
。
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
前
書
き
）

一
件
目
と
二
件
目
と
三
件
目
の
事
件
で
は
、
ま
だ
確
信
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た

の
だ
が
・
・
・
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

一
件
目
の
事
件
・
・
・

丸
岡
駅
に
乗
っ
た
、
山
風
は
、
福
井
駅
ま
で
行
く
こ
と
に
し
た
。

同
時
に
、
女
性
が
乗
っ
て
い
た
。

山
風
は
、
電
車
の
手
す
り
に
寄
り
か
か
っ
て
い
た
。

森
田
駅
に
そ
の
男
性
が
現
れ
た
。

福
井
駅
を
降
り
た
山
風
は
、
不
安
に
思
い
、
女
性
の
後
を
つ
い
て
行
っ
た
。

そ
の
男
性
は
、
女
性
に
近
付
い
た
。

「
あ
の
男
性
、
触
っ
た
な
。
よ
し
！
」

山
風
は
、
そ
の
男
性
に
話
し
か
け
た
。

「
探
偵
の
山
風
で
す
が
、
今
、
女
性
の
腰
の
あ
た
り
を
触
っ
た
で
し
ょ
。
」

「
な
ん
で
す
が
、
急
に
触
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。
」

「
意
図
的
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
。
」

山
風
に
足
払
い
し
て
、
逃
げ
た
男
性
。

「
ま
て
！
」
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男
性
は
、
爆
走
し
な
が
ら
逃
走
し
て
い
た
。

山
風
は
、
回
り
道
し
て
、
男
性
と
鉢
合
わ
せ
に
な
っ
た
。

「
は
い
、
公
務
執
行
妨
害
と
痴
漢
の
二
点
セ
ッ
ト
で
現
行
犯
逮
捕
。
」

そ
の
男
性
は
、
乗
山
佳
緒
来
、
４
１
歳
。
２
０
歳
の
時
に
、
麻
薬
所
持
の
前
科

の
り
や
ま
か
お
き

を
持
っ
て
い
る
。

二
件
目
・
・
・
・

吉
米
が
、
温
泉
か
ら
上
が
り
一
服
し
て
い
た
。

「
あ
あ
、
良
い
気
分
だ
。
」

温
泉
か
ら
上
が
っ
た
後
、
吉
米
は
、
不
審
な
行
動
を
目
撃
し
た
。

「
な
ん
だ
？
確
か
、
あ
れ
だ
よ
な
シ
ャ
ン
プ
ー
ボ
ト
ル
の
中
に
覚
醒
剤
が
あ
っ

た
と
い
う
事
件
が
、
こ
い
つ
ら
は
そ
の
事
件
を
知
ら
な
い
な
。
よ
ー
し
、
俺
も

そ
の
事
件
に
参
加
し
て
や
ろ
う
。
」

吉
米
は
、
二
人
に
話
し
か
け
た
。

「
あ
の
ー
探
偵
な
ん
で
す
が
。
」

二
人
は
、
と
っ
さ
に
逃
げ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
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二
人
は
、
必
死
に
逃
げ
て
い
た
。

「
待
ち
な
さ
い
！
」

一
人
の
警
官
が
一
人
を
止
め
た
。

そ
し
て
、
吉
米
が
最
後
の
一
人
を
捕
ま
え
た
。

抵
抗
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
公
務
執
行
妨
害
も
入
っ
た
。

二
人
の
男
性
の
名
前
の
年
齢
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

神
路
誘
慱
。
３
２
歳
。

か
み
じ
ゆ
う
だ
ん

柳
久
保
三
ツ
木
。
２
８
歳
。

や
な
ぎ
く
ぼ
み
つ
き

三
件
目
・
・
・

虹
山
が
、
何
か
を
見
て
い
た
。

不
審
な
女
性
を
見
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
、
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
を
お
楽
し
み
に
。

三
人
棒
豆
知
識

山
風
正
晃
、
１
９
９
０
年
８
月
２
６
日
生
ま
れ
。
冷
静
な
態
度
を
と
り
な
が
ら

も
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
体
質
の
持
ち
主
で
あ
る
。
シ
ー
ズ
ン
４
で
は
、

巡
査
部
長
に
。
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
　
パ
ー
ト
２
（
前
書
き
）

４
件
目
の
事
件
発
生
に
よ
り
、
事
態
が
急
変
し
始
め
る
。
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
　
パ
ー
ト
２

三
件
目
の
事
件
・
・
・

虹
山
は
、
不
審
そ
う
に
女
性
を
見
て
い
た
。

巡
回
し
て
い
た
警
官
を
一
人
捕
ま
え
た
。

「
ち
ょ
っ
と
協
力
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

「
は
い
、
あ
の
女
性
。
不
審
情
報
が
多
発
し
て
い
て
困
っ
て
い
る
ら
し
い
ん
で

す
。
」

「
そ
う
で
す
か
。
」

虹
山
が
い
た
の
は
、
福
井
市
鮎
川
町
に
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
女
性
は
、
住
居
に
主
の
許
可
な
く
入
っ
た
。

警
官
と
一
緒
に
虹
山
は
、
そ
の
女
性
を
見
つ
け
た
。

「
ち
ょ
っ
と
何
し
て
い
る
ん
で
す
か
！
」

虹
山
の
声
に
女
性
は
驚
い
た
。

そ
し
て
、
逃
走
し
た
。

警
官
が
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
た
が
柔
道
の
技
で
潜
り
抜
け
た
。
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し
か
し
、
挟
み
撃
ち
に
遭
い
、
女
性
は
虹
山
に
つ
か
ま
っ
た
。

「
よ
し
、
不
法
侵
入
お
よ
び
公
務
執
行
妨
害
で
現
行
犯
逮
捕
！
」

警
官
は
虹
山
に
向
か
っ
て
お
辞
儀
を
し
た
。

虹
山
は
そ
の
あ
と
お
辞
儀
し
た
。

そ
の
女
性
の
名
前
は
、
東
上
床
外
茂
子
で
あ
る
。

ひ
が
し
う
わ
と
こ
と
も
こ

そ
の
女
性
の
年
齢
は
、
３
５
歳
。

三
人
棒
が
全
員
揃
っ
た
。

４
件
目
の
事
件
が
発
生
し
た
と
い
う
情
報
を
警
察
か
ら
入
手
し
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
事
件
発
生
現
場
は
福
井
市
上
森
田
５
丁
目
で
す
ね
。
」

「
吉
米
君
。
何
が
あ
る
場
所
で
す
か
。
」

「
確
か
３
か
月
前
に
も
こ
こ
で
窃
盗
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
」

「
吉
米
、
３
か
月
前
の
窃
盗
事
件
と
今
回
の
窃
盗
事
件
は
つ
な
が
り
が
あ
る
の

か
よ
。
」

山
風
が
吉
米
の
事
件
の
関
連
性
を
問
い
か
け
た
。

「
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
三
件
の
事
件
。
サ
ー
ク
ル
関
係
の
事
件
か
も
し
れ
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ま
せ
ん
よ
。
ほ
ら
、
犯
罪
研
究
系
の
サ
ー
ク
ル
が
犯
罪
を
犯
し
た
可
能
性
だ
っ

て
あ
り
ま
す
か
ら
。
」

上
間
は
、
４
件
目
の
事
件
を
調
べ
た
。

亜
羽
地
と
吉
米
と
山
風
は
、
上
森
田
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

一
寸
木
率
い
る
刑
事
が
４
人
ほ
ど
い
た
。
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
　
パ
ー
ト
２
（
後
書
き
）

次
回
は
、
パ
ー
ト
３
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

次
回
の
展
開
に
つ
い
て
少
し
だ
け
ば
ら
し
ま
す
。

「
や
は
り
、
サ
ー
ク
ル
関
係
の
事
件
で
し
た
ね
。
」
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

亜
羽
地
を
嫌
う
人
物
、
野
田
操
彦
巡
査
部
長
は
、
亜
羽
地
を
見
つ
け
て
こ
う
言

の
だ
み
さ
ひ
こ

っ
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
こ
こ
は
我
々
の
仕
事
場
で
す
。
お
引
き
取
り
願
え
ま
せ
ん
か
。

」「
一
寸
木
さ
ん
！
」

「
お
い
、
野
田
。
亜
羽
地
さ
ん
は
、
元
・
刑
事
な
ん
だ
ぞ
。
口
を
慎
め
馬
鹿
者
。

」「
す
み
ま
せ
ん
。
」

亜
羽
地
と
山
風
と
吉
米
は
、
窃
盗
事
件
の
あ
っ
た
宝
石
店
に
向
か
っ
た
。

店
長
に
話
し
た
吉
米
。

「
探
偵
の
も
の
で
す
。
警
察
と
は
別
な
の
で
、
警
察
に
話
し
た
通
り
で
い
い
で

す
か
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

店
長
は
こ
う
話
し
た
。

「
店
に
あ
っ
た
高
級
腕
時
計
を
５
点
金
額
に
し
て
７
５
０
万
相
当
を
盗
ま
れ
ま

し
た
。
」

亜
羽
地
の
携
帯
に
上
間
か
ら
の
着
信
が
か
か
っ
た
。
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「
上
間
君
、
ど
う
し
ま
し
た
か
。
」

「
３
か
月
前
の
事
件
と
今
回
の
四
件
の
事
件
は
、
６
人
の
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

の
犯
行
と
い
う
書
き
込
み
を
見
つ
け
ま
し
た
が
、
信
用
で
き
ま
す
か
？
」

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
一
応
信
頼
し
て
み
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
」

着
信
を
切
っ
た
亜
羽
地
は
、
吉
米
と
山
風
を
呼
び
出
し
た
。

「
行
き
ま
す
よ
。
」

「
は
い
。
」

山
風
と
吉
米
は
、
亜
羽
地
に
報
告
を
し
た
。

「
ど
う
や
ら
、
サ
ー
ク
ル
関
係
の
事
件
の
よ
う
で
す
ね
。
」

亜
羽
地
達
は
、
上
森
田
４
丁
目
の
方
に
い
た
。

そ
こ
に
事
件
を
起
こ
し
た
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
。

３
人
の
メ
ン
バ
ー
し
か
い
な
い
。
捕
ま
っ
た
者
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
警
察
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
。
」

「
大
丈
夫
だ
。
谷
古
宇
！
」

谷
古
宇
佃
斗
、
３
８
歳
。
サ
ー
ク
ル
代
表
。

や
こ
う
て
ん
と

南
里
渡
輝
、
４
１
歳
。

な
ん
り
わ
た
き
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福
山
延
岡
、
３
７
歳
。
３
か
月
前
の
犯
人
。

ふ
く
や
ま
の
ぶ
お
か

「
い
い
加
減
、
出
て
き
な
さ
い
。
」

亜
羽
地
は
、
３
人
に
呼
び
か
け
た
。

「
出
な
い
と
こ
っ
ち
か
ら
行
く
ぞ
！
」

吉
米
の
声
に
、
３
人
は
こ
っ
ち
に
来
て
は
困
る
と
思
っ
た
。

敗
北
を
味
わ
っ
た
３
人
は
、
出
て
き
た
が
粘
り
強
く
、
逃
走
し
た
。

「
山
風
君
、
追
い
か
け
て
。
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
亜
羽
地
さ
ん
。
」

山
風
は
福
山
を
取
り
押
さ
え
た
。

「
観
念
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。
」

「
分
か
っ
た
。
降
参
！
」

あ
と
の
二
人
は
、
亜
羽
地
と
吉
米
と
警
察
で
挟
み
撃
ち
し
て
取
り
押
さ
え
に
成

功
。

山
風
は
、
不
満
げ
で
は
あ
っ
た
が
、
結
果
で
安
心
し
て
い
た
。

次
回
予
告
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「
息
子
が
犯
人
で
す
。
」

「
兎
澤
里
衣
、
家
庭
教
師
で
す
ね
。
」

う
さ
ぎ
さ
わ
さ
と
い

「
な
ぜ
、
兎
澤
さ
ん
が
殺
さ
れ
た
か
難
し
い
で
す
よ
。
」

「
息
子
が
犯
人
と
は
決
め
つ
け
に
く
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
」

三
人
棒
　
シ
ー
ズ
ン
１
　
第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す

「
不
自
然
で
す
ね
。
こ
の
事
件
。
」
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第
四
話
　
連
結
の
事
件
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
も
お
楽
し
み
に
！
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第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

警
察
と
探
偵
は
、
あ
る
一
軒
の
家
を
捜
査
し
て
い
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
い
つ
も
い
い
と
こ
ろ
に
来
ま
す
ね
。
」

一
寸
木
は
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。

「
こ
れ
で
も
３
分
遅
刻
で
す
。
」

「
ま
っ
、
あ
る
程
度
の
遅
刻
は
付
き
物
で
す
か
ら
。
」

「
被
害
者
の
身
元
、
分
か
り
ま
す
か
。
」

吉
米
が
そ
う
話
し
た
。

「
被
害
者
は
、
兎
澤
里
衣
。
３
２
歳
で
家
庭
教
師
を
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
」

野
田
が
ま
た
現
れ
た
。

「
亜
羽
地
元
・
刑
事
殿
、
十
分
な
情
報
を
集
め
た
ら
お
引
き
取
り
願
え
ま
す
か
。

」「
野
田
巡
査
部
長
、
少
し
下
が
っ
て
ろ
！
」

「
う
る
せ
ぇ
ー
な
、
米
君
。
」

「
何
だ
と
！
」
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「
ホ
シ
は
、
捕
ま
え
た
と
聞
き
ま
し
た
が
。
」

亜
羽
地
は
、
屯
戸
警
部
補
に
聞
い
た
。

む
ら
と

「
取
調
室
の
ほ
う
に
い
ま
す
。
」

亜
羽
地
達
は
、
取
調
室
の
方
に
移
動
し
た
。

「
探
偵
の
亜
羽
地
と
申
し
ま
す
。
」

「
同
じ
く
、
吉
米
と
山
風
と
申
し
ま
す
。
」

ホ
シ
は
、
三
人
を
見
つ
め
て
い
た
。

「
君
の
名
前
、
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

「
僕
は
、
日
出
寛
次
と
言
い
ま
す
。
今
回
の
こ
と
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

ひ
じ
と
も
ひ
で

し
た
。
」

亜
羽
地
と
吉
米
は
、
山
風
に
後
を
頼
ん
だ
。

「
亜
羽
地
さ
ん
ど
う
し
た
の
で
す
か
。
」

「
あ
の
少
年
を
見
て
い
た
ら
こ
れ
は
少
年
が
人
を
殺
し
た
の
で
は
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。
」

「
え
っ
？
」

吉
米
は
、
左
に
首
を
か
し
げ
た
。
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「
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
亜
羽
地
さ
ん
ど
こ
へ
？
」

「
探
偵
事
務
所
に
戻
り
、
上
間
君
と
海
浦
君
と
組
み
ま
す
。
」

「
そ
う
で
す
か
。
じ
ゃ
俺
は
、
山
風
の
と
こ
に
戻
り
ま
す
。
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
」

亜
羽
地
は
、
上
間
と
海
浦
と
と
も
に
事
件
現
場
に
い
た
主
婦
に
話
を
し
に
行
っ

た
。
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第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
。
お
楽
し
み
に
！
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第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

亜
羽
地
と
上
間
と
海
浦
は
、
事
件
現
場
に
い
た
主
婦
に
会
い
に
行
っ
た
。

主
婦
の
名
前
は
、
日
出
主
実
で
あ
る
。

ひ
じ
お
も
み

「
子
供
が
家
庭
教
師
を
殺
し
た
の
で
す
よ
。
な
に
が
お
か
し
い
と
い
う
の
で
す

か
。
」

夫
の
日
出
茹
晶
規
は
、
亜
羽
地
達
に
罵
声
を
浴
び
せ
た
。

ひ
じ
ゆ
し
き

「
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
訴
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
」

亜
羽
地
達
は
、
福
井
県
警
の
鑑
識
の
所
に
行
っ
た
。

「
指
紋
の
結
果
は
ど
う
で
す
か
。
」

亜
羽
地
が
、
鑑
識
の
一
人
に
問
い
か
け
た
。

「
そ
れ
が
で
す
ね
、
子
供
の
指
紋
で
は
な
く
、
親
の
指
紋
が
出
た
の
で
す
よ
。
」

「
と
言
い
ま
す
と
。
」

「
父
親
の
、
指
紋
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
出
茹
晶
規
は
、
ず
っ
と
前
、
大
学
で

女
子
大
生
２
人
を
川
に
投
げ
捨
て
る
と
い
う
暴
力
行
為
で
逮
捕
さ
れ
た
前
が
あ

り
ま
し
た
。
」

海
浦
は
少
し
疑
問
に
思
っ
た
。
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「
女
子
大
生
の
中
に
兎
澤
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
被
害
者
の
リ
ス
ト
に
。
」

「
ほ
ん
と
う
で
す
ね
。
怨
恨
に
よ
る
犯
行
で
し
ょ
う
か
？
」

「
こ
れ
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。
」

「
が
い
し
ゃ
の
身
元
か
ら
出
て
き
た
物
で
す
。
」

「
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
解
け
そ
う
で
す
。
」
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第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
。
お
楽
し
み
に
！
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第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

亜
羽
地
達
は
、
息
子
と
一
緒
に
い
た
。

７
人
で
事
件
現
場
に
行
く
と
同
時
に
真
実
を
明
か
す
こ
と
に
し
た
。

そ
の
あ
と
を
一
台
の
パ
ト
カ
ー
が
ゆ
っ
く
り
と
尾
行
し
て
い
た
。

「
一
寸
木
、
良
い
ん
で
す
か
。
」

「
野
田
、
俺
は
亜
羽
地
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
」

「
ど
ん
な
ふ
う
に
で
す
か
？
」

「
昔
、
刑
事
だ
っ
た
ん
だ
。
亜
羽
地
は
何
ら
か
の
理
由
で
休
職
し
て
い
る
ら
し

い
。
」

「
で
も
今
探
偵
し
て
い
る
っ
て
違
法
で
す
よ
ね
。
」

「
だ
が
、
許
さ
れ
て
い
る
観
点
が
あ
る
ら
し
い
が
そ
れ
以
上
言
え
な
い
。
」

「
詳
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
」

亜
羽
地
達
は
、
日
出
の
家
に
着
い
た
。

「
無
実
証
明
と
な
り
、
釈
放
決
定
に
な
り
ま
し
た
。
」

夫
は
、
亜
羽
地
に
言
っ
た
。
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「
息
子
が
犯
人
だ
と
言
っ
て
い
る
の
に
釈
放
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
！
」

吉
米
は
怒
り
を
日
出
の
夫
に
言
っ
た
。

「
ど
れ
だ
け
息
子
を
犯
人
す
れ
ば
気
が
済
む
の
で
す
か
！
無
実
証
明
と
あ
な
た

が
犯
人
と
い
う
真
実
が
明
か
さ
れ
ま
し
た
よ
！
」

「
俺
が
犯
人
、
馬
鹿
を
言
え
！
」

山
風
は
指
紋
の
紙
を
見
せ
て
告
げ
た
。

「
あ
な
た
の
家
の
鈍
器
に
息
子
の
で
は
な
い
指
紋
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
あ
な
た
の
指
紋
と
照
ら
し
合
わ
せ
ば
合
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

日
出
の
夫
は
、
兎
澤
の
こ
と
を
言
っ
た
。

「
あ
い
つ
に
こ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
よ
。
」

回
想
開
始

「
息
子
さ
ん
に
あ
な
た
が
私
に
や
っ
た
こ
と
言
っ
て
あ
げ
て
も
い
い
の
よ
。
」

「
も
う
過
ぎ
た
こ
と
だ
ろ
！
俺
は
反
省
も
し
た
。
」

「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
足
り
な
い
の
よ
。
真
実
っ
て
明
か
す
べ
き
よ
ね
。
」

回
想
終
了

「
む
か
つ
い
た
揚
句
、
鈍
器
を
持
っ
て
彼
女
の
頭
を
殴
り
ま
し
た
。
」
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亜
羽
地
は
、
息
子
を
犯
人
に
し
た
理
由
を
聞
い
た
。

「
あ
な
た
は
な
ぜ
、
息
子
を
犯
人
し
た
の
で
す
か
。
」

「
俺
と
同
じ
運
命
に
し
て
や
り
た
か
っ
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。
」

「
人
の
運
命
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
す
る
よ
う
な
人
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
！
」

亜
羽
地
は
日
出
の
夫
に
激
怒
し
た
。

そ
の
あ
と
、
日
出
の
夫
は
一
寸
木
の
持
っ
て
い
る
手
錠
に
捕
ま
り
、
御
用
と
な

っ
た
。

ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
船
が
日
本
に
や
っ
て
き
た
。

い
っ
た
い
何
が
始
ま
る
の
か
？

次
回
予
告

日
本
は
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
監
視
下
決
定
。

そ
の
衝
撃
の
真
実
と
は
・
・
・
・

「
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
教
師
が
国
会
議
員
に
殺
害
さ
れ
た
。
」

「
福
井
県
で
起
き
た
こ
と
で
す
。
時
期
は
半
年
前
。
」

「
亜
羽
地
さ
ん
、
此
の
真
実
で
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
が
飛
ん
で
く
る
の
で
は
。
」

「
も
う
す
で
に
捜
査
官
に
よ
っ
て
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
」
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三
人
棒
　
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１
　
第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定

「
流
石
に
、
事
件
解
決
が
我
々
で
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。
」

「
確
か
に
。
」
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第
五
話
　
犯
人
は
、
息
子
で
す
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
も
お
楽
し
み
に
！
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第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

半
年
前
、
丸
岡
町
龍
ヶ
鼻
ダ
ム
の
近
く
。

一
人
の
人
が
山
で
、
死
体
を
捨
て
て
い
た
。

そ
の
者
は
国
会
議
員
で
あ
る
春
潮
楼
大
實
で
二
年
生
議
員
で
あ
っ
た
。

し
ゅ
ん
ち
ょ
う
ろ
う
だ
い
み

「
馬
鹿
野
郎
、
日
本
の
国
会
を
な
め
て
い
る
奴
は
こ
う
な
る
ん
だ
よ
。
」

半
年
後
・
・
・

山
菜
取
り
に
行
っ
た
６
０
代
男
性
が
そ
の
死
体
を
見
つ
け
て
警
察
に
連
絡
し
た
。

「
が
い
し
ゃ
の
身
元
は
・
・
・
」

「
珍
し
い
名
前
で
す
ね
。
完
九
和
。
英
語
の
教
師
で
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
か
ら

さ
だ
こ
か
ず

来
た
人
で
す
。
」

「
ち
ょ
っ
と
待
て
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
か
？
」

「
言
い
ま
し
た
け
ど
何
か
？
」

「
ま
ず
い
な
、
日
本
は
た
だ
で
さ
え
あ
の
国
に
狙
わ
れ
て
い
る
の
に
。
」

「
探
偵
に
も
報
告
し
ま
す
か
？
」

「
亜
羽
地
さ
ん
に
も
此
の
事
を
話
し
た
い
か
ら
県
警
に
先
回
り
し
て
く
れ
と
言

っ
て
く
れ
。
」
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「
了
解
し
ま
し
た
。
」

亜
羽
地
達
は
、
県
警
に
先
回
り
し
て
い
た
。

「
一
寸
木
さ
ん
で
す
か
。
」

「
報
告
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
と
り
あ
え
ず
一
課
に
。
」

少
し
急
ぐ
形
で
歩
く
４
人
。

し
か
し
、
此
の
事
件
を
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
連
邦
警
視
庁
に
連
絡
し
て
い
る
人

が
い
た
。

埜
口
重
宣
太
巡
査
部
長
で
あ
っ
た
。
実
は
彼
は
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
警
察
官

や
ぐ
ち
お
も
い
の
ぶ
た

で
も
あ
る
た
め
、
ス
パ
イ
に
近
い
活
動
を
し
て
い
た
。

ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
連
邦
警
視
庁

刑
事
部
ス
パ
イ
シ
フ
ト
一
課
課
長
、
幡
畑
彦
警
視
は
、
埜
口
重
の
連
絡
を
聞
い

の
ぼ
り
は
た
ひ
こ

た
。

「
分
か
っ
た
。
此
の
事
を
刑
事
部
長
に
お
伝
え
し
と
く
。
君
は
そ
の
場
で
待
機

し
て
く
れ
。
」

「
了
解
。
」

幡
は
行
動
が
早
か
っ
た
。

こ
れ
が
の
ち
に
日
本
の
未
来
を
左
右
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
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亜
羽
地
達
は
、
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
間
違
い
な
く
、
日
本
は
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
手
の
中
に
収
め
ら
れ
る
可
能

性
が
出
て
き
ま
す
ね
。
」

「
そ
う
な
る
と
、
良
い
こ
と
も
あ
る
の
か
。
」

「
悪
い
こ
と
と
し
て
は
、
プ
ラ
イ
ド
が
傷
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
だ
け
で
す
ね
。
」

「
も
は
や
、
此
の
謎
は
我
々
で
は
解
け
そ
う
に
も
な
い
で
す
ね
。
」
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第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
に
続
き
ま
す
。

ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
情
勢
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
と
ん
で
も
な

い
力
を
持
つ
あ
の
架
空
の
国
。
一
体
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
す
。
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第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

亜
羽
地
は
、
今
回
ば
か
り
は
少
し
降
参
気
味
で
あ
っ
た
。

吉
米
と
海
浦
は
疑
問
視
し
て
い
た
。

「
ど
う
し
て
、
亜
羽
地
さ
ん
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
負
け
た
感
触
に
触
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
？
」

「
相
手
が
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
だ
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
か
。
」

「
ど
う
い
う
こ
と
だ
い
？
山
風
。
」

「
要
す
る
に
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
連
邦
警
視
庁
と
い
う
日
本
よ
り
も
で
か
い

警
察
組
織
が
あ
る
こ
と
だ
よ
。
す
な
わ
ち
我
々
の
出
番
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ

よ
。
」

「
で
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
日
本
の
運
命
は
ど
う
な
る
の
？
」

「
さ
ぁ
ー
な
。
」

ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
警
察
団
体
が
、
日
本
に
や
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
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第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
は
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
で
少
し
長
く
な
り
ま
す
。
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第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
警
察
団
体
、
国
際
捜
査
一
課
の
者
た
ち
合
計
１
５
２
０

人
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

芹
沢
と
伊
丹
が
彼
等
を
見
て
い
た
。

「
な
ん
で
す
か
、
あ
の
大
人
数
。
」

「
つ
い
に
お
い
で
な
さ
っ
た
か
。
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
と
い
う
国
の
国
際
捜
査

一
課
の
者
ら
し
い
。
」

「
先
輩
そ
れ
っ
て
・
・
」
「
日
本
が
落
ち
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
「
マ
ジ

で
す
か
！
」

国
際
捜
査
一
課
課
長
、
ウ
ィ
ル
・
ケ
ー
ム
ラ
は
刑
事
部
長
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
頭
の
高
い
日
本
を
き
ち
ん
と
正
す
の
は
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
役
目
。
ア

イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
人
の
殺
人
事
件
は
、
我
々
が
捜
査
し
ま
す
。
」

「
し
か
し
、
日
本
国
内
で
起
き
た
事
件
だ
。
裁
く
な
ら
日
本
で
裁
か
な
け
れ
ば

い
か
ん
だ
ろ
う
。
」

「
そ
こ
が
頭
が
高
い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
此
処
は
我
々
に
任
し
て
く
だ
さ

い
。
」

国
際
捜
査
一
課
は
全
国
に
散
ら
ば
っ
た
。
宮
城
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
北

海
道
、
福
岡
県
、
鹿
児
島
県
な
ど
そ
し
て
福
井
県
に
も
や
っ
て
き
た
。
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亜
羽
地
と
吉
米
と
山
風
は
、
春
潮
楼
大
實
県
議
会
議
員
に
話
し
か
け
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
貴
方
は
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
警
察
官
に
身
柄
を
拘
束
さ

れ
ま
す
。
」

「
日
本
の
警
察
に
自
首
を
申
し
立
て
て
い
た
方
が
安
全
な
の
で
す
か
。
大
変
、

申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

「
殺
す
つ
も
り
で
は
な
く
と
も
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
に
は
日
本
が
マ
ー
ク
さ

れ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
る
と
大
騒
ぎ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

亜
羽
地
と
春
潮
楼
一
行
は
、
県
警
に
言
っ
た
。

「
亜
羽
地
さ
ん
、
来
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」

一
寸
木
が
突
然
、
亜
羽
地
達
の
所
に
来
た
。

「
さ
っ
き
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
国
際
捜
査
一
課
の
方
々
が
や
っ
て
き
て
、

資
料
を
漁
り
に
来
た
ん
で
す
よ
。
い
つ
戻
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す
。
」

春
潮
楼
が
一
寸
木
に
言
っ
た
。

「
私
が
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
人
だ
と
知
ら
ず
に
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」

自
首
し
た
後
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
に
身
柄
を
引
き
渡
さ
れ
た
。

日
本
は
失
態
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、
全
世
界
に
衝
撃
を
か
け
た
。

ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
の
副
大
統
領
は
、
会
見
で
日
本
国
は
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
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国
監
視
国
家
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
つ
い
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
」

「
吉
米
君
、
今
後
は
不
味
い
こ
と
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
」

「
確
か
に
、
そ
ん
な
暗
い
こ
と
を
考
え
て
は
食
欲
失
く
し
ま
す
か
ら
。
少
し
ハ

ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
よ
。
近
く
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
に
も
よ
っ
て
醤
油
で

も
。
」

「
自
分
は
、
味
噌
で
す
け
ど
。
」

「
亜
羽
地
さ
ん
、
味
噌
ラ
ー
メ
ン
が
お
好
き
で
す
か
。
」

「
吉
米
君
が
、
醤
油
ラ
ー
メ
ン
が
好
き
と
い
う
の
が
驚
き
ま
し
た
け
ど
。
」

「
見
た
目
で
、
塩
ラ
ー
メ
ン
が
好
き
そ
う
な
人
っ
て
よ
く
言
わ
れ
て
ま
す
。
」

次
回
予
告

「
家
族
の
２
人
が
失
踪
し
て
い
る
事
件
。
」

「
担
当
者
が
一
寸
木
だ
け
ど
手
こ
ず
っ
て
い
る
か
ら
、
助
け
て
く
れ
と
い
う
。
」

「
犯
人
構
造
図
が
パ
ズ
ル
で
す
ね
。
」

「
こ
れ
は
分
か
ら
な
く
な
る
わ
け
だ
。
」

「
し
か
し
、
犯
人
は
一
人
を
殺
し
た
直
後
、
謎
の
人
物
に
さ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

」
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「
そ
い
つ
も
気
に
な
り
ま
す
が
・
・
・
」

「
入
り
乱
れ
た
事
件
と
な
り
そ
う
で
す
ね
。
」

三
人
棒
　
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１
　
第
七
話
　
ホ
ー
ム
パ
ー
ツ

「
ヒ
ン
ト
さ
え
見
つ
け
れ
ば
、
楽
勝
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
」
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第
六
話
　
日
本
監
視
領
域
確
定
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
も
お
楽
し
み
に

次
回
の
登
場
人
物

神
戸
川
名
執
、
３
３
歳
。
被
害
者

か
ん
べ
が
わ
な
と

神
戸
川
夕
近
、
３
０
歳
。
失
踪
者

か
ん
べ
が
わ
ゆ
う
じ
か

神
戸
川
郷
知
香
、
３
１
歳
。
被
害
者
の
妻
・
失
踪
者

か
ん
べ
が
わ
さ
と
ち
か

神
戸
川
拓
舞
、
７
歳
。
被
害
者
の
子
供

か
ん
べ
が
わ
た
く
ま

本
鍋
田
清
道
、
４
６
歳
。
被
害
者
の
家
の
お
隣
さ
ん

ほ
ん
な
べ
だ
す
が
み
ち

叫
潤
次
郎
、
３
３
歳
。
失
踪
・
殺
人
の
犯
人

さ
え
ぎ
じ
ゅ
ん
じ
ろ
う

春
夏
冬
優
代
、
３
１
歳
。
郷
知
香
の
友
人
。

あ
き
な
し
ゆ
う
よ

吉
村
靖
出
、
３
０
歳
。
被
害
者
の
同
僚
。

よ
し
む
ら
し
ず
ひ
で

如
月
森
家
、
３
９
歳
。
犬
と
散
歩
中
に
被
害
者
の
遺
体
を
目
撃
し
た
。

き
さ
ら
ぎ
も
り
や
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

三人棒～難事件解決探偵事務所～season１
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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